
マイマイガ対策について 

マイマイガが大発生しています。マイマイガは１０年周期で大発生し、２～３年継続すると言われています。 

幼虫には、毒がありますので素手で触らないようにしましょう。林業では、薬剤を散布すると、天敵を殺して

しまい逆効果になるため、広範な薬剤散布は控えています。 

マイマイガの生態と取扱いは、次のとおりです。家庭における対策をお願いします。 

 

駆除方法 

卵塊の駆除 → 木や街灯、家の壁に卵を産みますので除去します。そのとき覆っている鱗毛を吸い込んだりし

ないよう、ゴーグル、マスク、手袋を着用してください。 

幼虫の駆除 → ①体長が１ｃｍくらいまでは、殺虫剤が効きます。 

        ②体長が１ｃｍを超えた場合は、バケツの水に洗剤を少々入れたものを用意し、捕獲して入れ

溺死させます。   

        ③成虫になると、昼は地面や幹に降りてきますので、木の幹に寒冷紗を二重に巻き付けておく 

         とその隙間に入り、そこで蛹になります。（二枚目は、上だけ止めます。） 

         蛹になったら、寒冷紗を外して処分します。 
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